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１ 計画概要 

・ 現在、秋田駅では秋田市観光案内所、待合室、店舗が個々にそれぞれ設置されており、 

今回、これらの施設を一体的に整備し、県内外の来訪客をおもてなしする新たな観光拠

点を創出します。待合ラウンジからは、新幹線や秋田駅南方面の風景を眺望できます。 

・ びゅうプラザとみどりの窓口とを隣り合わせに配置し、よりご利用しやすい駅とします。 

・ 秋田公立美術大学 小杉准教授と連携・協力し、秋田県の助成を受け昨年から実施してい

る改札内や自由通路の木質化をさらに発展させ、今回、秋田杉を用いて連続したデザイ

ンにリニューアルします。 

 

２ 整備内容 

（１） 待合ラウンジ           ：約 260㎡ 

《観光案内所》  秋田市・公益財団法人秋田観光コンベンション協会 

《物販店運営》 JR 東日本東北総合サービス株式会社 

 

（２） びゅうプラザ・みどりの窓口   ：約 250㎡ 

 

（３） 飲食店・物販店、コインロッカー等：約 130㎡ 

《飲食店運営》  JR 東日本東北総合サービス株式会社 

《物販店運営》  株式会社 JR 東日本リテールネット 

 

３ 工事期間 

  2016年 7月以降 順次着工 

2017年 3月末  完成（予定）

ＪＲ秋田支社、秋田県、秋田市は、昨年９月に「地方創生に向けたコンパクトなまちづ

くりに関する連携協定」を締結し、秋田駅周辺の活性化に向けた取組みを推進しています。

今回相互に連携し、新たに秋田駅の観光拠点の整備に着手します。 

ＪＲは来春完成予定の新支社ビル、秋田駅西口駐車場の建替えに続き、県の補助を活用

して実施している秋田駅の木質化実証モデル事業の成果を踏まえ、既存施設の一体的なリ

ニューアルを行います。これにあわせ、市は待合ラウンジと一体的に設置される観光案内

所を中心に観光拠点化に向けたおもてなし機能のさらなる強化を図ります。 

本計画は７月以降に順次着工し、来年４月にスタートするＪＲの重点販売指定と県の大

型観光キャンペーンにあわせ、来年３月末の開業を目指します。 
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完成イメージ 

【改札前】 

 

【待合ラウンジ内】 

※ 計画中のため変更する場合があります。 
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